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はじめに 
 

 鹿児島大学では，学生の意識及び学生生活の実態を把握するための調査を昭和 37 年から

実施し，今回は 24 回目となります。前回は平成 25 年度に行い，今回はそれまで 2 年毎で

あった調査期間を 4 年空けて実施しました。調査方法としては前回同様 WEB を利用しまし

たが，期待していたほど回答者が増えず，締切期限を何度か延ばしました。WEB は学生が

利用しやすい手段と考えていたのですが，今後の調査の課題と考えます。 
 さて調査の内容は例年の項目を継続し，比較できるようにしています。①経済状況，②

住宅・通学，③学習，④課外活動，⑤就職，⑥悩み・ハラスメントのそれぞれについては，

学生生活委員会の WG の方々に質問内容をチェックいただき，回答の解析については高等

教育研究開発センターの中里先生にお力を貸していただきました。また学生生活課の職員

の方々には調査の開始から解析まで多大なるご尽力いただきました。この場を借りて調査

にご協力していただいたすべての方々に深く感謝申し上げます。 
 今回の調査結果をみると①経済状況の解析からは，4 年前と比較して「アルバイトをして

いる学生の割合が増えてきている」，その使途は学部生では「娯楽，嗜好品」，大学院生で

は「衣食住のための生活費」が多いことがわかりました。また③学習の解析からは，欠席

の理由として，低学年では「朝寝坊」が多く挙げられ，学年が上がるにつれて「勉学の意

欲がわかない」を挙げる者が増えていました。なぜ意欲が低下するのか，もっと検討する

必要があります。そして教員への要望として「授業内容を充実させてほしい」，「学生との

対話を持ってほしい」，「履修指導を充実させてほしい」といった内容が挙がっており，教

育の質の向上を目指すため，大学全体として検討し，対応すべき内容と考えます。④課外

活動の解析からは，学部生のサークル経験者が 84％を占める一方，ボランティア経験者が

少ないことが気になります。是非学外にも目を向け，貴重な体験をしてほしいと思います。

⑤就職の解析からは，学生が就職サポート体制をあまり認知していないことがわかりまし

た。残念なことであり，さらに広報活動が必要と感じました。また⑦悩み・ハラスメント

については，悩みの対処方法として「自力で解決した」，「助力により解決した」の割合が

前回より減っている一方，「未解決のまま」と回答する者の割合が増えていることは，心配

です。ハラスメントを経験している学生が 1 割程度いることからも，積極的に大学の相談

窓口を利用していただきたいと思います。 
 回答者が少ない点が気になりますが，今回の調査結果を把握いただき，よりよい学生指

導，学生教育にご活用いただければ幸いです。  
 

学生生活担当副学長 前田雅人 



 

調査の概要 

１．調査の目的 
  この調査は、学生の意識及び学生生活の実態を把握し、今後の大学における学生支援の

充実を図る上での基礎資料とすることを目的とする。 
 
２．調査の対象 
  本学に在籍する学部学生及び大学院生の全学生を調査対象とする。ただし、休学者  

は除く。 
 
３．調査の方法 
  WEB を利用したアンケート調査とし、回答は平成 30 年 2 月 9 日までの期間でアンケ

ート実施した。 
 
４．調査期間 
  平成 29 年 10 月 6 日（水）から平成 30 年 2 月 9 日（金）までとした。 
 
５．回答状況 
  回答者総数は 3，066 人で、学部学生 2，586 人（回答率 29％）、大学院生 480 人（回

答率 31％）であった。 
 
    表１ 回答状況（学部） 

部局名 回答者数 対象学生数 回答率（％） 

法文学部 493 1,775 28% 

教育学部 265 1,149 23% 

理学部 260 830 31% 

医学部医学科 218 699 31% 

医学部保健学科 203 498 41% 

歯学部 102 308 33% 

工学部 650 2,023 32% 

農学部 259 900 29% 

水産学部 97 600 16% 

共同獣医学部 39 188 21% 

計 2586 8,970 29% 



 

   表２ 回答状況（大学院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

部局名 回答者数 対象学生数 回答率（％） 

人文社会科学研究科 23 75 31% 

教育学研究科 19 66 29% 

保健学研究科 23 77 30% 

理工学研究科 277 647 43% 

農学研究科 40 139 29% 

水産学研究科 12 64 19% 

医歯学総合研究科 55 349 16% 

臨床心理学研究科 11 33 33% 

連合農学研究科 20 119 17% 

計 480 1,569 31% 
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